
　大野見  奈路にお住いの朝比奈さんは、ご夫婦揃って
今年の干支の丑年生まれです。
　結婚されて60年、たまに喧嘩しながらも仲良くお二人
の子供さんを育てあげ、昨年はお孫さんが結婚されたそう
です。初意さんは、お花を育てたり、畑仕事が大好きだ
そうです。丑年生まれのお二人の抱負は、のんびり、
ゆっくり、穏やかに、過ごして行きたいとのこと。
　お二人ともお元気で、ず～っと仲良くお過ごしください。

いい年になるとえいね
朝比奈 利和さん（83）
　　　 初意さん（83）

　新規就農者である今橋さん。担い手育成センター、
農業指導士の元での１年間の研修を経て、試行錯誤
を繰り返しながら15アールでニラ栽培に取り組んでい
ます。まだまだ忙しく趣味の車やバイクのツーリングに
行けてないそうで、栽培と趣味の両立が目標とのこと。
ご活躍を応援しています ！

大野見地区より

　巡回中に出会った梼原町宮野々の西添さん。なん
と89歳にしてユズを栽培しているそうで、家庭菜園で
は大根や白菜などこの時期の野菜を育てて楽しんでい
るとのこと。もう一つ、新聞を読むことも毎日の大切な
日課だそうです。寒い季節ですがますます元気でお過
ごしくださいね ！

新聞は欠かさず読みゆうよ
西添 利祝さん（89）

梼原地区より

にし　ぞえ　とし  のり

あさ   ひ   な　 とし かず

新人ですが頑張ります！
今橋 克暢さん（22）
いま　はし　かつのぶ

四万十地区より

はつ　い　

　津野町宮谷でお茶約50アールと水稲21
アールを栽培している黒川さん。宮谷地区
で50年以上の間茶畑を守ってきた、90歳と
は思えないとても元気でパワフルな方です。
将来もこの美しい茶畑が続くことを強く願っ
ており 「若い人がやりたいと思うような農業
になってほしい」と語ってくれました。

この風景が続けばえいねえ
黒川 正勝さん　（90）
くろ  かわ　まさ　かつ

　「皆さんに良くしてもらい、就農することが
できました」と話す北岡さん。研修を積み、
令和２年３月より興津地区でミョウガ農家とし
て奮闘しています。もうすぐ１年を迎えること
もあり忙しく過ごされていますが、今後は釣り
もしてみたいとのこと。おいしいミョウガ栽培、
応援しています ！

ミョウガ栽培、勉強中です
北岡 大和さん　（37）
きた おか　 や ま と

東津
野地
区よ
り

興津地区よ
り
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お問い合わせ先　四万十営農経済センター購買課
TEL.0880－22－5178　FAX.0880－22－5177

◎お問い合わせ先：津野山営農経済センター経済課
担当　井上　（TEL.0889－62－2335）

四万十地域より四万十地域より

津野山地域より

生姜の土壌消毒について
≪生姜栽培における土壌消毒の必要性≫
　生姜栽培においては、根茎腐敗病などの農家の経営を揺るがす危険な病害の発生が増えてきています。これ
らを防止するためには土壌消毒の実施が必要不可欠であり、土壌消毒剤を効果的に使用することが重要です。
　今回は、バスアミド微粒剤について紹介します。

【土壌消毒剤：バスアミド微粒剤の特徴】
①刺激臭が少なく使いやすい　②粒剤なので散布が簡単
③広範囲の土壌病害・線虫類に効果があり、雑草処理にも有効

注意点
●土壌の水分に反応して効果を発揮するため、処理時には土を握って塊が崩れない程度の水分状態がベスト
●ガス抜きには、10 ～ 14日と比較的長い期間が必要
※薬害回避の為に、被覆資材除去後に一定の降雨にあてることも有効

バスアミド
微粒剤

・根茎腐敗病
・一年生雑草

ダゾメット
30～60㎏/10ａ

※１年生雑草が対象の
  場合は20～30㎏/10a

定植
21日前まで

１回
所定量を均一に
散布して

土壌と混和する

成分名 使用方法使用回数使用時期使用量対象

　平成29年の統計によると、国内において農業機械作業に係る事故は211件発生し、そのうち乗用型トラク
ターによる事故は92件で、56人が命を落としています。（農林水産省調べ）
　乗用型トラクターを走行中、圃場や道路から転落する事故が多くを占めており、慣れた作業であっても事故
防止のための注意が必要です。

①作業機を上げます　　　 ②昇降部の油圧ロックを掛けます
③駐車ブレーキを掛けます　④エンジンをＯＦＦにします
⑤ブロック等を作業機の下に入れて、支えにします

 ●作業機の下は危険
　トラクター作業中にロータリーなどの作業機から異音がすると、慌てて機械
の中や下をのぞき込みたくなります。
　これは非常に危険ですので、必ず安全な状態にして、点検整備を行いましょう。
　作業機を点検する際は必ず以下の対策を実施してから行ってください。

 ●シートベルトを着用しましょう
　安全・キャブフレームのあるトラクターでもシートベルトを着用しなければ、
転倒した際に身体が固定されないため、身を守ることができません。

農作業機械
使用の注意点

①圃場へ出入りする　　②移動走行する
③傾斜地で作業を行う　④畦を乗り越える

 ●道路走行時の左右ブレーキ連結
　乗用トラクターのブレーキは、左右が分かれているため小回りが効き便利で
す。しかし、圃場からの出入りや、道路走行時に連結操作を忘れ、転落・転
倒する事故が多く発生しています。
　そこで作業中の以下のような場面では忘れずにブレーキ連結を確認しましょう。

トラクター編
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東津野支所 0889－62－2211
興津支所 0880－25－0002

事故受付など　高西サービスセンター
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